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1．講評
　高校生ポスター発表も 3 度目の大会と
なりました。2014 年に埼玉県大宮で開
催された第 125 回大会では、29 件の発
表があり、翌年、北海道大学（札幌市）
で行われた 126 回大会では 25 件の発表
がありました。このたび藤沢市にある日
本大学で行われた 127 回大会では、過
去の 2 大会を超える 38 件の発表申請が
あり、このポスター発表会を企画した委
員長として大変うれしく思います。まず
は、参加して一生懸命発表してくださっ
た高校生の皆さん、引率された先生方、
そして残念ながら会場に足を運ぶことが
できなかったもののポスターを作成して
送ってくださった高校生の皆さんと指導
された先生方に、深く感謝の意を表しま
す。
　今回の参加高校も、北海道から熊本県
まで全国にわたり、高校生の様々な地域
研究活動を知ることができる大会となり
ました。ポスター会場には、コアタイム
のみならず、その前後の時間帯も含めて、
終始、多くの学会員が訪れてくださり、
熱気あふれる大会となりました。発表さ
れる高校生も順番に交代しながら、もし
くは解説を分担しながら発表していまし
た。学会員がなげかけた難問に答えるこ
とができず、仲間や先生に相談したり、
また留学生に英語で質問されて、いった
んは戸惑うものの何とか英語で回答しよ
うとしていた様子は微笑ましくもあり、
また頼もしさも感じました。さらに、高
校生同士でポスターを説明しながら、お
互いの交流を深めていたのも印象的でし
た。
　発表内容も多岐にわたりました。植物、
土壌動物、トンボなど、様々な分類群を
もとに生物多様性の保全について調査し

た研究、人口減少下の日本で注目される
管理放棄された人工林問題と地域振興に
取り組んだ研究、葉や種子、樹木個体の
研究に加えて、森林や池の景観構造を解
析した研究、クロマツ林・マングローブ
林の生態に関する研究、枝葉・林地残材・
ササ・キノコの利用研究、木材生産から
林道を使った運搬、加工、製品化までを
実践した研究、川虫による水質調査、さ
らに近年注目される遺伝子解析、花粉の
飛散、ニホンシカの被害、森林に対する
意識や木育に関する研究など、様々でし
た。高校生が、現在起こっている森林生
態系の変化、そして社会的課題をいち早
く感じとり、自らの研究テーマとしてい
ることがよくわかりました。
　審査員の評価もある程度絞られたので
すが、発表件数も多い分、優秀な研究発
表も多く、今年は学会長特別賞を 2 件授
与し、最優秀賞 2 件、優秀賞 2 件を加え
て、合計 6 件のポスターに賞を授与しま
した。審査にあたっては、これまで同様、
最優秀賞・優秀賞ポスターは、森林科学
の特徴である基礎と応用、実践を網羅す
るように選出することを指針に、森林を
取り巻く様々な現象の因果関係を解明も
しくは推論した研究から各賞 1 件、林業
を中心に実践的な取り組みを報告した内
容から各賞 1 件を、採択しました。
　最優秀賞を受賞した東京都立大島高等
学校の「ツバキを守って島おこし−ツバ
キを活用した地域振興の実践報告」は、
2013 年に土砂災害で被災し過疎化が進
む伊豆大島を対象地として、椿油や緑化
など、ツバキを通して地域振興を図る取
り組みを生徒たちが具体的に実践した報
告であり、審査員一同、感銘を受けまし
た。もう一つの最優秀賞である新潟県立
長岡高等学校の「ケヤキの上部にできる

種子の優位性」は、結果枝に付随して飛
散するケヤキの種子散布に注目し、樹冠
上部にある結果枝は遠距離まで運ばれる
のではないか、またその理由は葉の先端
の反りが小さいからではないか、という
仮説を立てて実験を行い、検証した興味
深い内容でした。
　優秀賞を受賞した群馬県立中央中等教
育学校の「赤城山南麓部のクロマツ林の
研究−枯れたクロマツ林に注目して」は、
群馬県の県木であるクロマツが、赤城山
南麓部で立ち枯れている現状を心配し、
マツノザイセンチュウとのつながりを中
心に原因解明と今後の方策、地域社会の
関わり方を論じた研究でした。もう一つ
の優秀賞は、岡山県立勝間田高等学校の

「勝間田高校倉見演習林における林道作
業道の開設と利用について」で、演習林
において先輩が作成した施業計画を実践
するために必要な林道作業道を開設し、
木材収益や伐木造材経費、林道開設費等
を算出したもので、採算の合う伐採搬出
方法を林道作業道の開設から実践した点
が高く評価されました。
　さらに学会長特別賞は、トンボから見
たランドスケープの構造に着目して、ト
ンボ相の多様性が最も高くなる水辺環境
について検討した北海道札幌旭丘高等学
校の「水辺のランドスケープモデル」と、
マングローブ林が林外土壌の形成に重要
な役割を果たしていることを明らかにし
た東京都立科学技術高等学校の「土壌か
らみるマングローブ域の物質循環−マン
グローブ林土壌と林外土壌の比較研究」
が選ばれました。どちらも一つの生態系
のみならず周辺域とのつながりに焦点を
当てた研究であり、新しい視座が評価さ
れました。
　今回で 3 度目になる高校生ポスター発
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2) 新潟県立長岡高等学校　
生物部　1 年　

小山隼人・布川泰慶・神成朝日
　私たちは、第 127 回森林学会大会高
校生ポスター発表において、「ケヤキの
上部にできる種子の優位性」という題で
ポスター発表を行いました。そして、最
優秀賞という大変素晴らしい賞を頂くこ
とができ、とても嬉しく思っています。
　私たちの研究は 2015 年 10 月、広範
囲に散布されたケヤキの結果枝という種
子のついた枝に興味を持ったことから始
まり、試行錯誤のうえ、いろいろな実験
を行いました。特に難しかったと感じる
ことは、直接採取するのが難しい高さの
ケヤキの結果枝を選別する方法です。幸
いなことに、本校校舎はケヤキの結果枝
の散布をある程度遮蔽することのできる
位置にあり、校舎の高さや風速の状況、
ケヤキからの距離をもとに、結果枝の散
布前の高さを割り出し、分析することが
できました。また、追加調査として樹高
の低い個体から直接結果枝を採取して、
分析する回数を増やしました。このこと
により、結果枝の高さとその性質の関係
についての考察の信頼性を高めました。
さらに t 検定を行い、比較対象の結果枝
の差が有意なものであることを確かめま
した。
　本番の発表では、周りにたくさんの高
校生や大学関係者の方などがいらっ
しゃったので、とても緊張しました。し
かし、説明を工夫したり、視覚的に見て
いただける資料を用意して、しっかりと
自分たちの研究の内容を伝えることがで
きました。多くの質問や意見を頂き、こ
れから解決すべき課題や新たな視点に気
づくことができました。また、他の高校
生の発表を聴き、科学に対する興味・関
心がさらに高まりました。今回の発表で
得たものをこれからの研究に生かしてい
きたいです。

　本校の発表は、今年 2 月に国際優秀つ
ばき園に認定された学校椿園を軸に、椿
油づくりと、ツバキを普及啓発する椿学
の 3 本柱です。いずれも地域社会と島外
を視野に入れています。椿園は国内外か
らの観光振興。椿油づくりは地域産業の
振興。そして椿学は地域の資源の再発見
です。生徒も地元にツバキという日本一、
世界一の宝がある、ということに誇りを
もてるようになりました。若者による地
域資源の活用が、地方創生の一助になる
モデルとして認知していただければ幸い
です。伊豆大島の振興と、また 2013 年
の土砂災害からの復興の光になれるよう、
今後も努力していきます。以下は参加生
徒の感想です。
　最優秀賞を頂き本当に驚いています。

伊豆大島の宝であるツバキを通じた活動
を評価して頂きとても嬉しいです。これ
からも大島のツバキを守っていきます。

（3 年中村歩夢）
　とても緊張しましたが、他校の発表も
聞けて楽しかったです。受賞はびっくり
しましたが伝統ある学会での受賞を誇り
に思います。大島の椿を多くの人に広め
ることができたのがうれしいです。

（3 年池谷芹菜）
　受賞も嬉しいですが、他校の発表をた
くさん聴けて勉強になりました。今後も
がんばって自分の研究を高めていきたい
と思います。 （2 年今江一詩）
　最後になりますが、この活動に御支援
ご協力いただいた皆さまに心より感謝申
し上げます。そして、ぜひ椿の島伊豆大
島に足をお運びくださいませ。

表は、発表件数も森林学会会員の認知度
も高くなり、活性化していると思われま
す。こうした機会を通じて、高校生が森
林や森林を取り巻く環境に興味を持って
くれて、森林科学の道を目指してくれれ
ば、望外の喜びです。また、このたびは、
国土緑化推進機構の「緑と水の森林ファ
ンド」助成を受け、遠方から来られた生
徒や引率の先生方に旅費の補助をするこ
とができました。これによって全国の高
校生や先生が森林学会に参加でき、お互
いの研究、そして森林学会の研究活動を
知ることができました。この場を借りて、
国土緑化推進機構の関係各位に心より御
礼申し上げます。
　最後に、長時間にわたり、ポスターの
前で汗をかきながら一生懸命、わかり易
く発表してくれた高校生の皆さん、そし
て旅費や日程の都合で会場発表はできな
かったものの、ポスターを作成し、大会
会場に郵送してくれた高校生・教員の皆
さん、さらにポスター印刷や会場設営に
ご尽力いただいた大会実行委員会の皆さ
んに、心から感謝申し上げます。また、
一般会員の皆様におかれましては、さら
なる飛躍をとげる高校生ポスター発表の
開催に、今後ともご支援賜りますよう、
お願い申し上げます。

2．受賞校の感想
1) 東京都立大島高等学校

主任教諭　金子　雄
　ポスター発表への参加は 2 年ぶりで、
事務局のみなさまに助けていただき何と
か発表し、最優秀賞に選ばれるとは全く
想定していませんでした。森林学会で評
価して頂けたことは、参加メンバーのみ
ならず、学校、さらには伊豆大島にとっ
て大きな自信になります。
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3) 群馬県立中央中等教育学校
小林勇太・杉山　拓・中澤　颯・間仁田
和樹
　私たちは、2012 年の後半から中等教
育学校の強み（中高一貫）を活かし、4
年間研究を継続的に行っています。
　2012 年の学校行事にて、「赤城山でク
ロマツが枯れている。その原因は酸性雨
だ。」ということを聞き、「本当にクロマ
ツが酸性雨で枯れているのだろうか」と、
疑問に思い研究を始めました。
　2013 年度はクロマツ林が被害を受け
た理由を見極めるため、様々な文献を調
べ、聞き込み調査を行いました。その結
果、酸性雨とマツ材線虫病という有力な
2 つの説があることがわかり、さらに、
マツ材線虫病がより有力そうであるとい
うことがわかりました。
　その後、「赤城山のクロマツ林は今後
どのようになっていくのか考察する」と
いう目的を設定し、2014・2015 年度は
その目的のために様々な調査を行いまし
た。植生図の GIS データを解析・編集し、
かつてのクロマツ林面積の推移を調査し
たり、クロマツ林被害地への植林活動を
行っている企業・団体を調べてまとめ、
メールや電話を用いて聞きこみをしたり
したほか、現在の植生の調査、クロマツ
林の面積変遷の調査などもしました。結
果、約 30 の企業・団体へ聞き込みを行い、
20 社から回答をいただきました。また、
調査の過程で植生図に載らない点在的な
クロマツを調査するなどの現地調査も
30 回ほど行いました。これらの成果か
ら、人との関わり方がクロマツ林の今後
を左右するという結論を出すことができ
ました。
　2016 年度は、クロマツ枯れの原因を
確認するために衝突板トラップを用いて

マツノマダラカミキリの調査を行いたい
と考えています。
　この活動の中で、私たちは数々の貴重
な体験をすることができました。また、
今回の発表会でも、私達の研究を多くの
人に知ってもらい、全国各地の研究も知
ることができました。
　今回の経験を大切にし、今後に活かし
ていきます。

4) 岡山県立勝間田高等学校　
グリーン環境科 3 年　谷村朋哉

　このたび、優秀賞をいただき誠にあり
がとうございます。先輩方から引き継い
できた実践が評価されたことを何よりう
れしく思っています。
　今回は、「学校演習林における林道・
作業道の開設と利用について」という題
目で、授業や実習で取り組んだ、作業道
開設のための測量と設計、土積計算、そ
の区間の作業道開設にかかる経費やその
時の木材市場での価格などを参考にして
収支の試算を行いました。
　実は、授業でみんなと取り組めたのは、
縦断測量設計図の途中まででした。授業
の進度が遅く、なかなか前に進むことが
できないので、休日や放課後など冬期休
業日から本格的に製図や計算、市場調査
などを行い、少しずつ、データを蓄積し
ていきました。
　最終的には、卒業考査終了後、2 月の
家庭学習日にほぼ毎日登校し、仕上げて
いきました。
　わかりにくいところもあり、先生に教
えていただいたり、助けていただきなが
ら仕上げることができました。コン
ピュータの画面内にポスターができあ
がったときには本当にうれしかったです。
　今冬、暖冬のせいか木材市場には丸太

があふれ桧価格の下降が見られますが、
今後、早期枝打ちによる良質材を生産し、
少しでも付加価値の高い木材生産ができ
るよう、後輩たちが工夫して取り組んで
くれれば、と願っています。
　私は、「株式会社森林環境企画」とい
う木材生産を行う会社に就職しました。
自分の好きな仕事に就けたことをうれし
く思っています。後輩たちが林業の道を
選び、後に続いてくれれば、岡山県の林
業力向上に貢献できると思います。
　このたびは、ご選考いただき大変あり
がとうございました。

5) 北海道札幌旭丘高等学校　
生物部　片桐有乃

　昨年に引き続き発表会に参加させてい
ただき、今回は、「水辺のランドスケー
プモデル」というテーマで発表させてい
ただきました。昨年までの研究結果から
得た「水辺環境における樹木の重要性」
をヒントに研究を行いました。本研究で
は、2014 年と 2015 年にはトンボ相の採
集調査、2015 年には樹木の調査を行い
ました。この調査で集めた多くのデータ
を分析し、トンボの多様性が最も高まる
ランドスケープをモデル化しました。
　今大会で最も力を入れたのが、プレゼ
ンの仕方です。ポスター作成では、イラ
スト図などを使い、少しでもわかりやす
くなるよう意識しました。しかし、本研
究の 1 番の成果であるランドスケープモ
デルについては図だけの説明では理解し
にくいのではないか、と悩みました。そ
こで、そのモデルを 2D のイラストでは
なく、3D の模型にすることにしました。
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の数が多く、とても大変ですが、これか
らさらに測定を続け、マングローブ域に
おける物質循環のより詳しい部分を明ら
かにしていきたいと考えています。
　高校生ポスター発表では、会長特別賞
という大変素晴らしい賞をいただき、嬉
しく思っています。主な発表は先輩が
行っていましたが、私も発表を行うこと
ができ、とても良い経験になりました。
また、他校の高校生や、研究者の方々の
ポスターを拝見することができました。
研究の内容も面白く、初めて知ることば
かりで楽しかったです。ポスターのレイ
アウトなども様々な工夫がされていて、
今後ポスターを作るときに参考にしたい
と思いました。土壌についての研究がい
くつかありましたが、私たちが土壌の研
究を行っているので、他の研究よりも内
容が理解でき、勉強になりました。今回、
このような機会をいただき、ありがとう
ございました。今回学んだことや発表の
際にいただいたご質問やアドバイスを今
後の研究に活かしていきたいと思います。

6) 東京都立科学技術高等学校
阿部隼人・野末綾斗・福村龍星・三上詩
帆
　 本 校 の ス ー パ ー プ ロ ジ ェ ク ト
IRIOMOTE では、毎年西表島でフィー
ルドワークを行い、マングローブに関す
る様々な研究をしています。
　西表島のマングローブ域には非常にた
くさんの生物が生育しています。このこ
とから私たちは、生態系の基盤となって
いる土壌に何か秘密があるのではないか
と考えました。そこで、有機物に注目し、
土壌を中心とした物質循環を探っていま
す。具体的には、西表島の船浦湾で、マ
ングローブ域を林内、林縁、林外に区分
けして土壌を採取し、様々な分析を行っ
ています。この研究は始まって今年で 4
年目になります。土壌の分析はサンプル

思いついたのはいいものの、縮尺を考え
るだけでも一苦労でした。そこから木の
配置を考え、ジオラマの木の作り方を調
べ、スポンジを切り、色を塗り…。発表
当日、模型を見せて説明した後に「わか
りやすい」という感想をいただいた時は、
本当に嬉しかったです。 今回の高校生
ポスター発表では、緊張しつつも楽しみ
ながら自分たちの研究を伝えられたと思
います。また、森林専門の方や日本大学
の学生の方などから様々な視点からの質
問やアドバイスをいただき、とても勉強
になりました。それに、他の地域の高校
生とこの大会を通して交流できたことは、
自分にとってとても良い刺激になりまし
た。
　この度、会長特別賞という素晴らしい
賞をいただき、大変光栄に思います。先
輩から受け継いだこの研究が、このよう
に評価されたことが何より嬉しいです。
この研究に協力してくださった生物部の
卒業生・NPO 法人カラカネイトトンボ
を守る会の皆様、ご指導して下さった顧
問の先生に心より感謝申し上げます。


